
 

船舶インシデント調査報告書 

令和５年６月７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（燃料供給不能） 

発生日時 令和４年１０月１６日 ０４時４５分ごろ 

発生場所 大阪府泉佐野市関西国際空港連絡橋付近 

 阪南港泉佐野Ａ防波堤灯台から真方位２５５°１,４００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２５.２′ 東経１３５°１７.７′） 

インシデントの概要  プレジャーボートSEA
シ ー

 WALKER
ウ ォ ーカ ー

は、漂泊中、船外機が停止して始動で

きなくなり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和４年１１月９日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート SEA WALKER、５トン未満（長さ５.７６ｍ） 

２５０－４３７６６大阪、個人所有 

 ガソリン機関、船外機、４サイクル、出力４４.１０kＷ、回転数毎

分５,５００、使用燃料ガソリン、４気筒、ボア６５.０mm、平成１１

年７月進水、機関製造年月日不詳 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０６時０４分ごろ 

インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人１人を乗せ、釣りの目的で、

船外機を中立にして漂泊中、船外機が停止して始動しなくなった。 

 船長は、航行不能と判断して１１８番通報し救助を要請した。 

本船は、来援した巡視艇に大阪府田尻町田尻漁港へえい
．．

航された。 

 船長は、本船（新造）を平成１１年に購入し、船外機を令和３年４

月に新替えしたが、燃料タンクと船外機の間のゴム製の燃料供給ホー

ス及びプライマリポンプが進水時から交換されていなかったので、本

インシデント後に機関整備業者に依頼して燃料供給ホース及びプライ

マリポンプを新替えしたところ、本船の船外機は正常に作動した。 

 船長は、機関整備業者からプライマリポンプの逆止弁が経年劣化に

より正常に開閉しなくなっていたと聞き、船外機を新替えした時に燃

料供給ホース及びプライマリポンプも交換しておけば良かったと本イ

ンシデント後に思った。 

分析  本船は、プライマリポンプが約２３年前から交換されていない中、

釣りの目的で機関を中立にして漂泊中、プライマリポンプの逆止弁が

経年劣化により正常に開閉しなくなったことから、船外機に燃料を供



 

給できなくなり運航不能になったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、プライマリポンプが約２３年前

から交換されていない中、釣りの目的で機関を中立にして漂泊中、プ

ライマリポンプの逆止弁が経年劣化により正常に開閉しなくなったた

め、船外機に燃料を供給できなくなったことにより発生したものと考

えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、プライマリポンプを握ったり離したりすると固くなるこ

となど、逆止弁が機能していることを定期的に点検するととも

に、長期間使用されたものは早めに新替えすること。 

 


